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神戸市兵庫区長田区において筆者らが 2005 年より開催する地域資源発掘ツアーで訪問した個人

商店、町工場、住宅と言った空間には、「おかんアート」と呼ばれる婦人の手芸作品が飾られてい

るものが複数存在した。本稿では、おかんアートが存在する空間、及び、おかんアートを制作する

婦人ら、という 2 点に着目し、筆者が継続して実施する調査における中間報告を行う。 
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Ⅰ．はじめに 

１．地域の概要 

神戸市の中央に位置する兵庫区、長田区（図 1、図 2）は、臨海部を重厚長大型の大規模工場が

占め、その周辺に町工場と呼ばれる中小規模の工場、個人商店が戸建住宅や集合住宅と集積する

住商工混在地域である 1）。近年、大規模工場の郊外への流出、海外生産の増加による地場産業の

衰退、量販店の進出や高齢化に伴う工場や個人商店の減少に直面している 2） 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

図 1. 神戸市兵庫区長田区      図 2. 対象地域である兵庫区長田区南部地域 
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２．地域資源発掘ツアー 

筆者は、兵庫区、長田区に広がる住商工混在地域をレトロという視点から再評価し、地域資源

として発掘、及び、発信することを目的として、兵庫区長田区の居住者を中心とした任意団体で

ある「下町レトロに首っ丈の会」3）を結成し、2005 年 10 月より地域資源発掘ツアー（以下、「ツ

アー」）を開催している。ツアーでは、訪問した個人商店、町工場、住宅で生活を営む商店主、工

場主、居住者らが、職能や趣味などを披露する（表 1）。 

個人商店では、串カツやコロッケといった食品の購入・試食、駄菓子店での買い物ゲームを始め

（写真 1）、瓦せんべい店主による実演見学やクレープ店主によるクレープ焼き方教室のように、商

店主による技能の実演や指導などが行われた。町工場では、靴工場や部品工場といった普段は非公

開の内部が公開され、工場主や職人による技能の実演が行われた（写真 2）。住宅では、元映画看板

絵師宅での作品展示（写真 3）のように、居住者による趣味で培った技能の展示や実演が行われた。 

2005 年 10 月に開催した第 1 回から 2010 年 7 月に開催した第 35 回のツアーでは、兵庫区 70 ヶ

所、長田区 55 ヵ所の合計 125 ヵ所の空間を訪問した。 

 

Ⅱ．地域資源発掘ツアーとおかんアート 

１．おかんアートの概要 

本稿で扱う手芸作品は「おかんアート」と呼ばれ、2005 年 9 月 2 日付の日経 MJ において、“家

庭の等身大な生活感やなごみ空間を演出し、家族間の絆を深めるのに一役買っている”と紹介さ

れた 4）。おかんアートとは、婦人が作る手芸作品の総称である。今にも捨てられようとしている

ものを再利用した作品のように、婦人の知恵が詰まるが、完成度は婦人により異なることから、

若者の間ではしばしば「ゆるい」という言葉で形容されている 5）。 

図 3 はおかんアート作品を系統図により分類したものである。牛乳パックで作った椅子、広告

のくず入れのように、ゴミを再利用するものや、安全ピンで作った人形のように手芸以外の材料

を転用するものなど、多様な作品が存在する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真 1．喫茶店で店主との交流 
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住商工混在地域における「おかんアート」に関する考察 

 

 

 

 

 

 

 

写真 2．造船所の見学 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真 3. 元映画看板絵師宅で作品見学 

 

表 1. 地域資源発掘ツアーの概要 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．ツアーで訪問した空間とおかんアートとの関係 

ツアーで訪問した 125 の個人商店、町工場、住宅のうち、おかんアートが展示されているもの

が複数存在した。そこで、おかんアートの存在が確認された空間を対象に、おかんアートを展示

する経緯をヒアリング調査した結果、①空間を運営する主体（以下、「空間の主体」）が制作・展

示する、②空間の主体以外が制作・展示する、③空間の主体が展示・販売する、④空間の主体以
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外が展示・販売する、という 4 パタンが存在することが確認できた。例えば、①では、店主が制

作した手芸作品を店内に飾る金物店（写真 4）、②では、日本茶販売店の常連客が自ら制作した手

芸作品を店主が展示する日本茶販売店、③では、主人が経営する工場の一部で夫人が趣味の手芸

作品を制作販売する椅子の内張工場、④では、店内の一部に客や友人からの委託販売スペースを

設置し、手芸作品を販売するクリーニング店（写真 5）、などがある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3. おかんアート系統図（引用：『おかんアート-兵庫・長田おかんアート案内-』） 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真 4. 金物店内に展示されるおかんアート 
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写真 5. おかんアートを委託販売するクリーニング店 

  

 ３．おかんアートを制作する婦人ら 

ツアーで訪問した 125 の個人商店、町工場、住宅のうち、おかんアートが展示されているもの

が複数存在した。そこで、おかんアートの存在が確認された空間を対象に、おかんアートの作者

について調査を行っている。その中で、日常生活の中で手芸作品を制作する婦人らの存在が明ら

かになった。現在ヒアリング調査の途上であるが、おかんアートを制作する婦人の多くは自宅の

一部を工房として利用し（写真 6、写真 7、写真 8）、販売目的ではなく贈呈を目的として作品を

制作していることが分かった。 

                                               

４．婦人らにより主体的に開催されるおかんアート展 

2008 年から 2010 年の 2 年間は、財団法人阪神淡路大震災復興基金「まちのにぎわい一括助成

事業」において、おかんアートの作者の発掘及びおかんアート展の開催が採択された。2009 年 11

月に第 1 回、2010 年 12 月に第 2 回おかんアート展を開催し、60 名を超えるおかんアートの作者、

つまり、婦人を発掘するに至った。60 名を超える婦人のうち、兵庫区長田区で制作する婦人らを

中心に、2012 年「おかんアート展実行委員会」を立ち上げ、2015 年 1 月までおかんアート展を毎

年開催している。 

おかんアート展の開催にあたり、2011 年までの 3 年間は下町レトロに首っ丈の会のみで企画を

行っていたが、2012 年からは、「おかんアート展実行委員会」に所属する婦人と下町レトロに首っ

丈の会スタッフが月 1 回のミーティングを 1 年にわたって開催し、展覧会の企画や運営の仕組み

づくりを協働で行っている。 

その結果、2011 年より「おかんアート展実行委員会」に所属する婦人らに主体性が生まれ、お

かんアートを制作する婦人の発掘が進んでいる。おかんアート展では、手芸作品の展示、手芸教

室、手芸作品の販売を行う。2014 年から、手芸作品の出展費を徴収し、手芸教室（図 4）や手芸

作品の売上げの一部を翌年の開催のために集金する仕組みを構築した。 
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写真 6．タンス前にある婦人の作業台 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真 7. こたつを活用した婦人の作業台 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真 8. 木工好きな壮年の作業台 
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図 4. おかんアートを制作する婦人の特技を生かしたおかんアート展での「手作り教室」プログラム 

 

Ⅲ．新たな地域資源としてのおかんアート 

下町レトロに首っ丈の会が、書籍「おかんアート —兵庫・長田おかんアート案内—」を刊行し

（図 5、図 6）、神戸市で郷土本を扱う書店と下町レトロに首っ丈の会ウェブサイトで販売した結

果、全国から注文依頼が寄せられた。手芸を趣味とする婦人に加え、芸術や文化に関わる専門家、

建築やまちづくりに関わる実務者、レトロや雑貨に興味を持つ 20 代〜30 代、マスコミ関係者、

らが購入した。また、都築響一氏のブログ 6）を通して「おかんアート —兵庫・長田おかんアー

ト案内—」が紹介され、資生堂が出版する企業文化誌「花椿」や、NHK をはじめ全国放送の番組

において紹介されるようになった。 

 

Ⅳ．まとめ 

住商工混在地域である兵庫区・長田区を対象に、2005 年より筆者らが開催するツアーで訪問し

た 125 の個人商店、町工場、住宅では、おかんアートと呼ばれる婦人らの手芸作品が広く展示さ

れていた。本稿では、おかんアートが存在する空間、及び、おかんアートを制作する婦人ら、と

いう 2 点に着目し、現在も筆者により実施中である調査について中間報告を行った。おかんアー

トが存在する空間についての調査を通して、空間とおかんアートとの関係は 4 パタンに分類する

ことができた。おかんアートを制作する婦人らについては、おかんアート展が 2009 年から現在ま

で開催される中、年々婦人らがおかんアートに興味を持つ若い世代と協働し、企画・運営の仕組

みづくりに取り組みながら、主体的におかんアート展を開催するようになってきたことが分かっ

た。今後は、おかんアートが存在する多様な空間や、おかんアート展といった継続的なイベント

の実施が、新たな地域資源ともいえるおかんアートを主体的に運営する担い手を育成する場とな

り得る可能性について検討する必要がある。 
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図 6.
『おかんアート 

–兵庫・長田おかんアート案内-』
（裏表紙） 

図 5.
『おかんアート 

–兵庫・長田おかんアート案内-』
（表紙） 


